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６月４日に、兵庫県神戸市において地６月４日に、兵庫県神戸市において地６月４日に、兵庫県神戸市において地６月４日に、兵庫県神戸市において地

方公聴会方公聴会方公聴会方公聴会（第（第（第（第 2222 回）を開催しました。回）を開催しました。回）を開催しました。回）を開催しました。

意意意意  見見見見  陳陳陳陳  述述述述  者者者者（（（（10 名）名）名）名）
　兵  庫  県  知  事 貝　原　俊　民君

　川　西　市　長 柴　生　　　進君

　神　戸　市　長 笹　山　幸　俊君

　学校法人大前学園理事長 大　前　繁　雄君

　神戸大学副学長・大学院

法学研究科教授 浦　部　法　穂君

　弁　　護　　士 中　北　龍太郎君

　兵庫県医師会会長 橋　本　章　男君

　兵庫県北淡町長 小久保　正　雄君

　会　社　経　営 塚　本　英　樹君

　大阪工業大学助教授 中　田　作　成君

派　遣　委　員派　遣　委　員派　遣　委　員派　遣　委　員（（（（11 名）名）名）名）
　中山　太郎会長 　鹿野　道彦会長代理

　中川　昭一君（自民） 　葉梨　信行君（自民）

　中川　正春君（民主） 　斉藤　鉄夫君（公明）

　塩田　　晋君（自由） 　春名　 章君（共産）

　金子　哲夫君（社民） 　小池百合子君（保守）

　近藤　基彦君（２１）

現現現現  地地地地  参参参参  加加加加  議議議議  員員員員（（（（6 名）名）名）名）
　奥谷　　通君（自民） 　砂田　圭佑君（自民）

　石井　　一君（民主） 　赤松　正雄君（公明）

　藤木　洋子君（共産） 　北川れん子君（社民）

　まず、地方公聴会の開会に当たり、中山会長か

ら、挨拶を兼ねて会議開催の趣旨及び憲法調査会

におけるこれまでの議論の概要について発言が

あった後、意見陳述者からの意見の聴取とそれに

対する質疑が行われました。

◎意見陳述者の意見の概要◎意見陳述者の意見の概要◎意見陳述者の意見の概要◎意見陳述者の意見の概要

貝　原　俊　民君貝　原　俊　民君貝　原　俊　民君貝　原　俊　民君

・大都市直下型地震としての阪神・淡路大震災の

教訓を踏まえ、21 世紀の日本のあるべき姿につ
いて以下の二つの提案をしたい。

・日本人は、人を温かく気遣い助け合いながら、

公共心をもって勤勉に行動するという美質を有

している。21 世紀には、我々は、この美質をもっ
て、観念的な平和主義の主張に代えて、医療、

福祉、環境、防災等の分野における諸課題を具

体的に解決するための「平和の技術」を世界に

提案していくべきである。

・現行憲法では、地方自治の根幹に係る事柄が法

律事項とされ、介護保険、市町村合併、地方交

付税等のような問題に、地方自治体の意見が十

分に反映されていない。このような国の立法に

よる地方への介入がなされている現状では、国

と地方との間のチェック・アンド・バランスの

制度を確立することが必要である。

柴　生　　　進君柴　生　　　進君柴　生　　　進君柴　生　　　進君

・地方自治は、生活に密着した民主主義の具体的

な実践の場であり、今必要とされるのは、憲法

の作り替えよりも、憲法に基づく民主主義の実

践であると考える。

・川西市では、98 年に「子どもの人権オンブズ
パーソン条例」を制定し、子供の人権保護につ

いて積極的に取り組んでいるが、国レベルにお

いても、独自の行政・立法措置あるいは地方自

治体の取組みを支援する等の具体的な措置がと

られるべきである。

・グローバリゼーションの進展の中で、地域社会

は、国際社会と連帯して、平和と非暴力の人権

文化の確立を目指しながら、教育、福祉、環境

等の地域社会の課題に、NPO、NGO を含む市

民参加により取り組むことが必要である。

笹　山　幸　俊君笹　山　幸　俊君笹　山　幸　俊君笹　山　幸　俊君

・阪神・淡路大震災の教訓を踏まえ、大規模自然

災害に対する危機管理のあり方として、以下の

点が検討されるべきと考える。

・大規模な都市災害には、現場に身近な市町村長

が直接災害に対応する仕組みが必要であり、市

町村長に、自衛隊への派遣要請権のような十分

な権限が付与されるべきである。

・憲法の生存権保障にふさわしい被災者支援に必

要な施策と実際の法律の規定との間にある

ギャップ（個人の敷地には仮設住宅を建てられ

ない、住宅再建支援制度がない等）を埋める努

力が必要である。

大　前　繁　雄君大　前　繁　雄君大　前　繁　雄君大　前　繁　雄君

・アジアあるいは世界では、依然として、日本人

の礼儀正しさ、遵法精神、立憲君主国家として

の政治体制の安定等について、高い評価がなさ

れている。

・これを踏まえ、憲法も、補正・改善がなされる

べきであり、具体的には、①立憲君主国家であ

ることを明確化し、②権利尊重ばかりではなく、

必要な義務規定を盛りこみ、権利と義務のバラ

ンスを取ること等が必要である。

発行：衆議院憲法調査会事務局
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浦　部　法　穂君浦　部　法　穂君浦　部　法　穂君浦　部　法　穂君

・地球温暖化、人口増加等の地球的規模の問題に

対し、もっぱら国境に対する脅威を考えた伝統

的な安全保障の概念では対処できない。このよ

うな認識に基づき、「国家の安全保障」から「人

間の安全保障」へという新しい考え方が、国際

社会での大きな潮流となっている。

・憲法の前文の「恐怖と欠乏から免かれ」という

表現には、既にこの「人間の安全保障」の理念

が述べてあり、わが国はこれを具体化する政策

を率先して実行し、国際社会をリードすべきで

ある。そして、軍備に巨額を投じるより、人間

の力では避けることのできない大地震のような

自然災害に備えるべきである。

中　北　龍太郎君中　北　龍太郎君中　北　龍太郎君中　北　龍太郎君

・20 世紀は戦争の世紀であったが、21 世紀は平
和の世紀にすべきであり、そのために過去の戦

争に対する反省から生まれた「平和憲法」を守

り活かしていくことが必要である。

・政府は、周辺事態法の制定など米軍に協力する

体制を強化しており、その先には、集団的自衛

権の行使を容認するという動きがあるが、これ

は、「平和憲法」を「戦争憲法」に転換するもの

であり認めることはできない。

・21 世紀には、非核神戸方式の法制化、日米安保
条約の友好条約への転換等の「平和憲法」を活

かす具体的な政策がとられるべきである。

橋　本　章　男君橋　本　章　男君橋　本　章　男君橋　本　章　男君

・阪神・淡路大震災の際の医療担当者としての経

験から、大災害時においては、国家レベルでの

明確な指揮命令系統が確立され、それにより、

省庁相互の援助・協力がなされることが不可欠

である。憲法に大規模災害に対する国家の責務

と緊急対応に係る規定を設けるべきである。

・経済発展に伴う生活水準の向上等に伴い、生存

権については「最低限度の生活」より高いレベ

ルの保障が必要であるから、25 条の「最低限度」
の文言を削除するとともに、国民に対する「健

康権」の保障を憲法に明示すべきである。また、

生涯にわたる健康の保持増進を目的とした「健

康基本法」を制定すべきである。

小久保　正　雄君小久保　正　雄君小久保　正　雄君小久保　正　雄君

・憲法は、「不磨の大典」ではなく、その国を運営

又は存続させるための一つの装置又は道具に過

ぎないので、時代の変化に応じて、変更してい

くべきである。

・現行憲法は、我が国が再び強国となることがな

いようにするために、GHQ が押しつけたもの

であることは明らかであるから、日本人の自覚

の上に立った憲法を制定すべきである。その際

には、①「天皇は日本国の元首であり」という

文言を挿入し、②自衛のための交戦権、シビリ

アンコントロールの下での軍事力の保持を明記

し、③公共の福祉を強く押し出すべきである。

塚　本　英　樹君塚　本　英　樹君塚　本　英　樹君塚　本　英　樹君

・戦後 50 年が経過し、社会情勢が大きく変化し
ている今日、企業が必要に応じてその憲法とい

える「定款」を変更するように、日本も、憲法

改正に着手すべきである。

・その際には、①我が国の伝統・文化・歴史の記

述を欠く前文や 89 条の私学助成の問題等のよ
うな「すぐにでも変更すべきもの」、②危機管理

体制・緊急事態のような「追加すべきもの」、③

9 条の問題や参議院不要論のような「今後議論
すべきもの」というように段階を分けて、検討

していくべきである。

中　田　作　成君中　田　作　成君中　田　作　成君中　田　作　成君

・地方公聴会が形式的な儀式であったり、改憲の

ためのお膳立てに利用されてはならない。

・憲法を活かす努力を怠ってきた者が声高に改憲

を主張するのは本末転倒であり、現実を憲法の

理念に近づける努力が必要である。

・憲法は、被災者に対する公的支援法制定に向け

ての運動、神戸市長リコール運動等の住民運動

の基礎ともなるものであり、憲法改正論の台頭

は、ファシズムへつながる要素を持つだけでな

く、住民自治への脅威でもある。憲法改正が軽

率に議論されてはならない。

◎派遣委員からの質疑等の概要◎派遣委員からの質疑等の概要◎派遣委員からの質疑等の概要◎派遣委員からの質疑等の概要

中　山　太　郎会長中　山　太　郎会長中　山　太　郎会長中　山　太　郎会長

・首相公選制をいかに考えるか。（貝原陳述者、柴

生陳述者及び笹山陳述者に対して）

中　川　昭　一君中　川　昭　一君中　川　昭　一君中　川　昭　一君（自民）（自民）（自民）（自民）

・地方自治に関する規定を前文に盛り込むべきで

はないか。また 92 条の「地方自治の本旨」と
いう文言を分かりやすくするとしたらどのよう

に書き換えるべきか。（貝原陳述者に対して）

・教育は、個人・家庭・地域のそれぞれの伝統・

文化を踏まえて、きめ細かくなされるべきであ

るが、現在の教育行政の在り方をいかに考える

か。（大前陳述者及び塚本陳述者に対して）

中　川　正　春君中　川　正　春君中　川　正　春君中　川　正　春君（民主）（民主）（民主）（民主）

・現在の地方自治をめぐる議論は、財政論や市町

村合併のように上からの改革のように思えるが、

コミュニティーの自律という観点から、地方自

治をめぐる問題をどのように考えるか。（柴生

陳述者に対して）

・大規模自然災害の被災者の自立に対する支援の

在り方について、憲法との関係からいかに考え

るか。（笹山陳述者に対して）

・地方分権を進めるに当たり、司法権の移譲まで

含めた連邦国家的な制度を考えるのか。（貝原

陳述者に対して）

斉　藤　鉄　夫君斉　藤　鉄　夫君斉　藤　鉄　夫君斉　藤　鉄　夫君（公明）（公明）（公明）（公明）

・人々が支えあう町作り・コミュニティー作りに
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ついていかに考えるか。（笹山陳述者に対して）

・自然災害等の緊急事態において地方の首長には

十分な権限が付与されていないと感じるが、国

と地方の権限分担についていかに考えるか。

（貝原陳述者、柴生陳述者及び小久保陳述者に

対して）

塩　田　　　晋君塩　田　　　晋君塩　田　　　晋君塩　田　　　晋君（自由）（自由）（自由）（自由）

・①大日本帝国憲法から現行憲法に変わったこと

によって、日本の国体は変わったのか、②現行

憲法は民定憲法か欽定憲法か、③天皇の規定を

第一章から第二章に移すべきとする主張、④天

皇を元首と明記すること、それぞれについてい

かに考えるか。（大前陳述者に対して）

春　名　春　名　春　名　春　名　 　章君　章君　章君　章君（共産）（共産）（共産）（共産）

・震災等の被災者に対する公的支援は、憲法上の

要請なのか。（浦部陳述者に対して）

・貝原陳述者の主張した「平和の技術」とは具体

的にいかなるものか。（貝原陳述者に対して）

金　子　哲　夫君金　子　哲　夫君金　子　哲　夫君金　子　哲　夫君（社民）（社民）（社民）（社民）

・旧軍人・旧軍属ではなく一般市民に対する過去

の戦争被害の補償は、憲法上要請されるのか。

（中北陳述者に対して）

・日米安保体制の維持・強化の憲法適合性につい

てどのように考えるか。（浦部陳述者に対して）

小　池　百合子君小　池　百合子君小　池　百合子君小　池　百合子君（保守）（保守）（保守）（保守）

・自然災害に関する規定を憲法に明記することに

ついて、いかに考えるか。（小久保陳述者、笹山

陳述者、柴生陳述者及び貝原陳述者に対して）

近　藤　基　彦君近　藤　基　彦君近　藤　基　彦君近　藤　基　彦君（（（（21 クラブ）クラブ）クラブ）クラブ）

・阪神・淡路大震災の際に、国の対応で不満が残っ

た点は何か。（小久保陳述者及び貝原陳述者に

対して）

（傍聴者の発言の概要）（傍聴者の発言の概要）（傍聴者の発言の概要）（傍聴者の発言の概要）

　派遣委員の質疑終了後、会長から、傍聴者に対

して意見を求めました。

井　上　　　力君井　上　　　力君井　上　　　力君井　上　　　力君

・阪神・淡路大震災の際に危機管理が上手く機能

しなかったのは、法律に不備があったからで、

それは国会の責任であるのに、国会議員がそれ

を口実として憲法改正の議論を行うことは認め

られない。委員の方々も、震災の被害について

よく勉強してほしい。

池　田　三喜男君池　田　三喜男君池　田　三喜男君池　田　三喜男君

・憲法 19 条の思想及び良心の自由の文言につい
て説明して頂きたい。

藤　本　龍　夫君藤　本　龍　夫君藤　本　龍　夫君藤　本　龍　夫君

・各地で意見を聴き、理想に近い憲法にして欲し

い。自立した国家として、我が国の歴史と伝統

を体現したような憲法を制定すべきである。

湯　口　澄　一君湯　口　澄　一君湯　口　澄　一君湯　口　澄　一君

・現行憲法は、マッカーサーによる押しつけ憲法

であり、もう一度、国民の手によって、新たな

憲法を制定し直すべきである。

岡　本　浩　和君岡　本　浩　和君岡　本　浩　和君岡　本　浩　和君

・市民運動を行ってきた中田陳述者に対して、派

遣委員からの質問が全く行われないような議事

運営はおかしい。今や戦争を行うに足る準備が

整いつつあるが、9 条を武器にして反戦の声を
上げるべきである。

６月６月６月６月 14141414 日に、第７回の憲法調査会日に、第７回の憲法調査会日に、第７回の憲法調査会日に、第７回の憲法調査会（通（通（通（通

算算算算 26262626 回目）が開かれました。回目）が開かれました。回目）が開かれました。回目）が開かれました。

１．鹿野会長代理から、6 月 4 日に行われた地方
公聴会についての口頭報告が行われました。

２．日本国憲法に関する件について、自由討議を

行いました。

３．中山会長から、今国会における調査の経過に

ついて発言がありました。

自由討議における委員の発言の概要自由討議における委員の発言の概要自由討議における委員の発言の概要自由討議における委員の発言の概要
（発言順）

葉　梨　信　行君葉　梨　信　行君葉　梨　信　行君葉　梨　信　行君（自民）（自民）（自民）（自民）

・今国会の憲法調査会の議論を通じて、憲法を見

直すに当たっては、従来の護憲、改憲の枠にと

らわれない発想に基づく国民参加による議論が

必要であると感じた。

・現行憲法は、日本が再び米国の脅威とならない

ようにとの GHQ の対日方針に基づき、徹底し
た検閲・言論統制の下、日本が自主的に審議を

した形式をとって強制的に制定されたものであ

る。しかし、9 条の平和主義が国民の支持を受
けたことは、真の民主主義の定着につながり大

変よいことであった。米国の対日政策が、冷戦

の進展に伴い穏健化したことも、日本に経済発

展をもたらした。

・ところが、憲法制定時には改正意見を持ってい

た革新勢力が、日本独立後、憲法に対して表立っ

た批判をしなくなった。そればかりでなく、憲

法改正は 9 条改正と同義であると主張して改憲
論をタブー化してしまった。

・戦後、多くの新しい制度が定着したが、その陰

で多くの消え去ったものがあることを忘れては

ならない。日本の伝統とされるものをただ捨て

去るのではなく、守るべきものは守るべきでは

ないか。

・次国会以降、何のタブーもなく、「前文」から逐

条的に、国民参加による議論を始めてほしい。

仙　谷　由　人君仙　谷　由　人君仙　谷　由　人君仙　谷　由　人君（民主）（民主）（民主）（民主）

・憲法調査会の設置以来、さまざまな活動を通じ

て、我が党は、自らが主張する「論憲」の立場

の正しさについて、確信を深めている。今、決

定的に重要なことは、20 世紀の総括、評価と反
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省を踏まえ、国家論と人権論を構想し、論じ合

い、国民の合意形成へと練り上げることである。

・20 世紀前半における植民地収奪の戦いに敗れ
た日本は、ポツダム宣言を受諾して軍国主義的

傾向を排除し、真の民主主義政治体制を確立し

た。この過程で成立した日本国憲法は、平和主

義、基本的人権の尊重、国民主権が主権国家の

骨格であるという連合国主導の思想潮流に沿っ

た歴史的所産であって、このことを無視した「押

しつけ」憲法論は時代錯誤的である。

・昨年の海外派遣先である EU の動向がそうであ
るように、21 世紀においては、国家の主権は超
国家的国際機構へ移譲されるとともに、分権化

が進展していく。今、論ずべき「国のかたち」

とは、「人権のかたち」であり、中央政府と地方

政府のかたちであり、国際機構と主権国日本と

の関係である。

・「国のかたち」論議の具体的テーマとしては、①

国民主権の豊富化、②法治主義の深化、③戦争

の否定の上に立った安全保障、④新しい人権と

国家の義務、が挙げられる。

太　田　昭　宏君太　田　昭　宏君太　田　昭　宏君太　田　昭　宏君（公明）（公明）（公明）（公明）

・我が党は「論憲」の立場をとっており、憲法調

査会において 21 世紀の日本をどうするかとい
う骨太の議論が展開されていることを喜ばしく

思う。

・戦後の日本は、軍国主義から平和主義へ、全体

主義から個人主義へ転換した、しかし、今、そ

の「平和」及び「個人」の意義が問い直されて

いる。

・次に、国際主義の潮流の中で、ナショナル・ア

イデンティティの欠如が問題となっている。こ

の点に関し、憲法前文と 1 条が問題となる。
・20 年、30 年先の未来を志向した場合、①IT、
②ゲノム、③環境、④住民参加という四つのマ

グマのような動きが予見され、そのそれぞれに

ついての論議が必要である。

・最近、ナショナリズムについての危惧が高まっ

ているが、理性的ナショナリズムと感情的ナ

ショナリズムを区別し、前者を追求すべきであ

る。その場合、地域の共生に根差した地域愛、

郷土愛が重要であり、その意味からも「地方主

権」の概念が確立されなければならない。

・いずれにせよ憲法論議は、国民参加のうえで、

環境と人権を重視したものであることが重要で

ある。

藤　島　正　之君藤　島　正　之君藤　島　正　之君藤　島　正　之君（自由）（自由）（自由）（自由）

・我が党は、21 世紀の新憲法を作るべきであると
の立場に立つ。この立場から、憲法調査会にお

いて、今後、憲法の各分野別に憲法規定と現実

の乖離が明らかになるような調査をするよう望

みたい。

・人権の分野においては、｢公共の福祉｣の概念を

再検討すること、知る権利、環境権、プライバ

シー権等を明示すること等が検討されるべきで

ある。

・安全保障の分野においては、自衛隊を憲法に明

確に位置付けること、緊急事態に関する規定や

国連平和活動への参加の規定を置くことが検討

されるべきである。

・統治機構の分野においては、二院制を見直すこ

と、直接民主主義制度を補完的に導入すること、

地方分権の推進を図ることが検討されるべきで

ある。なお、首相公選制については、天皇制と

の関係その他の理由で急いで導入する必要はな

いと考える。また、現在の司法制度を根本的に

改革し、憲法裁判所を設置すべきであると考え

る。

・憲法改正手続を改正し、各議院の総議員の過半

数の賛成で改正案の発議ができるようにすべき

である。

・いずれにせよ、国民を憲法論議に取り込むこと

が重要である。

春　名　春　名　春　名　春　名　 　章君　章君　章君　章君（共産）（共産）（共産）（共産）

・今国会における 2 回の地方公聴会で明らかに
なったのは、国会における議論と国民の意識の

著しい隔たりである。例えば、憲法調査会にお

いては｢憲法改正案作りに早急に取りかかるべ

き｣との意見があったが、地方公聴会では逆に

｢憲法を現実の暮らしにどう活かしていくか｣が

論じられた。

・5月 11日に熊本地裁が出したハンセン病国家賠
償請求訴訟判決によって、ハンセン病患者が、

国の強制隔離政策により、人権が侵害された状

態に長期間置かれていたことが明らかになった。

神戸地方公聴会でも、13 条や 25 条の規定から
当然になされるべきであった被災者に対する公

的支援の必要性が指摘された。憲法調査会が調

査すべきは、憲法の理念が活かされているか否

か、活かされていないとすればそれを阻害して

いる要因は何かということである。

・憲法調査会が「憲法改正調査会」化しているこ

とに憂慮し、地方公聴会が改憲の道筋になるの

ではないかとの批判があった。憲法の運用の実

態調査に早急に着手すべきである。

東　門　美津子君東　門　美津子君東　門　美津子君東　門　美津子君（社民）（社民）（社民）（社民）

・沖縄は、1972 年に本土復帰を果たしたが、それ
に先立つ 1965年に立法院の決議によって 5月 3
日を憲法記念日とした。その意味で、沖縄は「県

民の意思で、恒久平和主義を掲げる日本国憲法

を選んだ」と言ってよい。

・戦後、沖縄は米軍の軍用地接収によって土地を

奪われ、米国のベトナム戦争への介入は、さら

なる基地の拡大と沖縄の太平洋における要石化

をもたらした。こうした中で、沖縄県民の間に

反戦平和主義が芽生え、平和憲法を持つ本土へ

の復帰運動へとつながっていった。

・しかし、沖縄返還は米国の主導の下で行われた

ばかりでなく、基地の恒久化により、沖縄は本

土には復帰したが、平和憲法への復帰はかなえ

られなかった。当時からあった米兵による犯罪

の横行や基地公害は現在も変わるところがなく、

沖縄県民の望んだ本土復帰とはなっていない。

・我が国にとって日米安保体制が重要であるなら



衆議院憲法調査会ニュース　H13（2001）.6.15　Vol.14

　憲法調査会は、毎月憲法調査会は、毎月憲法調査会は、毎月憲法調査会は、毎月 2222回程度、衆議院第回程度、衆議院第回程度、衆議院第回程度、衆議院第 18181818委員室にて開会されています。委員室にて開会されています。委員室にて開会されています。委員室にて開会されています。（木曜日定例）（木曜日定例）（木曜日定例）（木曜日定例）

ホームページ　http://www.shugiin.go.jp/itdb_main.nsf/html/index_kenpou.htm

5

ば、その負担は日本国民全員が受け入れるべき

である。沖縄は、今もなお「基地の中に沖縄が

ある」という状況を脱しておらず、主権国家と

は言えない状態に置かれている。

・憲法調査会においては、憲法の改正を論ずるの

ではなく、憲法が暮らしの中で活かされていな

い実情を調査すべきである。

松　浪　健四郎君松　浪　健四郎君松　浪　健四郎君松　浪　健四郎君（保守）（保守）（保守）（保守）

・世界人権宣言は 2 条で差別の禁止を、また、日
本国憲法は 11 条で基本的人権を規定しており、
これらは大切な問題と認識している。

・昨今の新聞報道では、ハンセン病国家賠償請求

訴訟判決やアフガニスタンの内戦問題など、人

権の侵害に関係のある報道が多く見受けられる。

・昨年末、我々は、「人権教育及び人権啓発の推進

に関する法律」を議員立法で成立させた。また、

政府の人権擁護推進審議会は、5 月に人権救済
機関を設置すべきとする答申を行っている。こ

れらは、基本的人権をより定着させていくため

に重要と考える。

・部落解放同盟は、部落解放基本法の制定を要求

している。彼らは、被差別部落問題解消のため

のさまざまな施策にもかかわらず、今なお憲法

が活かされていないと考えている。

・以上のようなことから、憲法調査会においては、

人権に関する調査を行う必要があると考える。

また、人権の問題に係る「公」と「個」の問題

についても調査すべきである。

近　藤　基　彦君近　藤　基　彦君近　藤　基　彦君近　藤　基　彦君（（（（21 クラブ）クラブ）クラブ）クラブ）

・私の所属する会派は小人数であるにもかかわら

ず、憲法については、いろいろな意見があって

まとまっていない。唯一共通の認識があるのは、

憲法が読みにくく、わかりにくいということで

ある。

・現行憲法の内容・解釈を変えずに、読みやすい

ものに改めるべきではないか。

・現行憲法の制定当時に児童向け教材として出版

され、最近復刻された「あたらしい憲法のはな

し」を読むと、憲法制定当時の憲法に対する熱

意を感じる。

・憲法改正の是非を論ずる前に、憲法の議論に国

民に参加してもらうことが必要である。

・国民に憲法について認識を深めてもらうことも、

憲法調査会の目的の一つであると思う。

・今後は、調査会として取り上げていない環境、

教育及び安全保障の問題について専門の方々の

意見を聴くべきである。

津　島　雄　二君津　島　雄　二君津　島　雄　二君津　島　雄　二君（自民）（自民）（自民）（自民）

・現在では、憲法の理念や基本的人権が当然のよ

うに受け取られている。しかし、基本的人権が

人間固有の権利として、コモン・ローの昔から

存在していたわけではない。この世に不滅の法

があるわけではなく、すべては人間のたゆまぬ

努力の上にでき上がったものである。

・例えば、25 条の生存権規定にしても、それが日
本の現状に合っているか常に調査すべきである。

個人的には、25 条には「共助」の思想を加える

ことが現時点では必要であると考える。

・とにかく、我々は、憲法を死なせないような努

力を不断に続けなければならない。

中　川　正　春君中　川　正　春君中　川　正　春君中　川　正　春君（民主）（民主）（民主）（民主）

・現在の我が国の政治には、統治能力（ガバナビ

リティ）が欠如している。憲法をてこにして統

治能力をよみがえらせる必要がある。

・憲法調査会の議論は、例えば、財政再建、新ミ

サイル防衛構想、犯罪防止などの具体的な課題

に取り組むような議論をすべきである。

・憲法改正の発議権は国会にある。その意味で、

国会議員である我々は、憲法調査会を勉強会に

終わらせるのではなく、具体的な憲法議論につ

なげていくべきである。

上　田　　　勇君上　田　　　勇君上　田　　　勇君上　田　　　勇君（公明）（公明）（公明）（公明）

・現行憲法には評価できる部分が多いが、制定以

来 50 数年を経過し、東西冷戦構造の終結、少
子高齢社会の進行等、日本を取り巻く内外の情

勢が大きく変化してきたことから、このような

環境の変化に対応していく必要もあると考える。

・憲法調査会では、今後、具体的な議論をするべ

きであり、テーマとしては、①平和主義の理念

を明確にし、我が国に対する他の国々の期待に

いかに応えるかの検討、②首相公選制の是非や

二院制の在り方といった、国民主権を現実に活

かす方法、③肥大化した行政権の抑制や司法の

拡充を含めた三権の在り方、が考えられる。

谷　川　和　穗君谷　川　和　穗君谷　川　和　穗君谷　川　和　穗君（自民）（自民）（自民）（自民）

・第一次世界大戦後、幣原喜重郎外務大臣の尽力

により、我が国が不戦条約の原加盟国としてそ

の成立に寄与したことは、現在でも十分誇りと

し得る。第二次世界大戦後、日本人は好戦的で

侵略的な民族とされたが、誇りとすべきことは、

いついかなる時でも誇り続けるべきである。

・20 世紀は、その後半は比較的平和な時代であっ
たが、前半は戦争の時代であった。21 世紀にも
世界各地での紛争が予想される。在ペルー日本

大使館人質事件の際に調停に当たったシプリ

アーニ大司教は民間人であり、国際紛争の調停

に従事する NGO も存在する。我が国でも国際
的視野を持った若者を育てることが課題である。

筒　井　信　隆君筒　井　信　隆君筒　井　信　隆君筒　井　信　隆君（民主）（民主）（民主）（民主）

・20 世紀は国家主権が強大化した時代であった
が、21 世紀は国家主権が国際機関と地方政府の
双方に移譲されていく時代である。すなわち、

武力行使の時代は終わったと言える。

・9 条は、平和主義の究極の理想を規定したもの
であるが、その理想が早期に実現する見込みの

ない現在、①専守防衛の自衛隊を合憲とし、②

集団的自衛権を否定し、③集団安全保障を認め

る内容の憲法修正条項を付加するべきである。

・PKO や国連警察等、国連を中心として、世界各
国の平和への協力活動が活発化している。この

ように、平和活動の分野においても国際化の進

む現在、日本に何が求められているのかを認識

する必要がある。
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ホームページ　http://www.shugiin.go.jp/itdb_main.nsf/html/index_kenpou.htm
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塩　田　　　晋君塩　田　　　晋君塩　田　　　晋君塩　田　　　晋君（自由）（自由）（自由）（自由）

・憲法前文は正しく美しい日本語で書かれるべき

である。また、自国の安全と生存を他国に任せ

る考えは、独立国としてふさわしくない。

・憲法前文においては、生命、財産及び人権の保

護や歴史及び伝統の擁護といった国の役割を鮮

明にして、「道義国家」として世界から尊敬され

る国を目指すべきである。また、誰が読んでも

分かる簡明な憲法に改め、解釈改憲の余地をな

くすべきである。

・各党はそれぞれ憲法に対する態度を明確に表明

し、改憲を主張する党は改憲素案を作成するべ

きである。

奥　野　誠　亮君奥　野　誠　亮君奥　野　誠　亮君奥　野　誠　亮君（自民）（自民）（自民）（自民）

・マッカーサーが定めた戦力不保持の原則は、そ

の後の国際情勢の変化に伴い、マッカーサー自

身の意向に沿う形で変えられた。その結果創設

されたのが警察予備隊であり、それが現在の自

衛隊につながっている。このように、日本の安

全保障の在り方は国際的地位の変化に応じて変

わるべきである。

・諸外国と靖国神社参拝等で意見が対立すること

もあるが、摩擦や対立を避けて話し合いをしな

ければ、問題はいつまでも解決しない。

山　口　富　男君山　口　富　男君山　口　富　男君山　口　富　男君（共産）（共産）（共産）（共産）

・神戸地方公聴会においては、住民に密着した行

政を行う自治体の首長が、憲法の理念を現実の

行政に活かしていきたいとの意見を述べた。ま

た先日のハンセン病国家賠償請求訴訟判決では、

国民が憲法と現実の乖離に厳しい目を向けてい

る。

・憲法調査会は、「日本国憲法の広範かつ総合的

な調査」という設置目的に忠実であるべきであ

り、そうであれば、社会の中で憲法がしっかり

と活かされているか、憲法に反する現実がある

とすればその原因は何か、といったことについ

て調査すべきである。

・今後の憲法調査会の調査対象としては、①第 3
章に規定されている基本的人権が、しっかりと

現実に活かされているか、②世界でも先駆的な

意義を持つ 9 条を活かす方策は何か、が挙げら
れる。

中　山　正　暉君中　山　正　暉君中　山　正　暉君中　山　正　暉君（自民）（自民）（自民）（自民）

・米国が冷徹な国家戦略に基づいて行動してきた

のに対し、日本は昔から「空気で動く」面があ

る。国力は経済力、軍事力等の和に国家戦略を

乗じたものであると認識されるが、現在の日本

は、経済力など誇るべきものを持ちながら、何

ら国家戦略がないため、総体としての国力はゼ

ロに等しくなっている。

・憲法は国民が自ら作ったものではなく米国に押

しつけられたものであり、改正するべきである

と思うが、改正の具体的中身については、憲法

調査会で議論していくべきことである。

・米国と中国の間で紛争が起きた場合に、我が国

がその調停をできるような憲法が、本当の意味

での平和憲法である。

金　子　哲　夫君金　子　哲　夫君金　子　哲　夫君金　子　哲　夫君（社民）（社民）（社民）（社民）

・憲法調査会は、その設置趣旨にのっとり、憲法

に掲げた理念と現実との乖離について、その原

因は何かということを積極的に調査すべきであ

る。

・今月 1 日の大阪地裁での在韓被爆者訴訟判決で、
裁判所が、誤った法律解釈に基づく通達による

行政の執行を戒め、14 条にも反する疑いがある
としたことは、重要な意義を有するものである。

憲法調査会においても、法律の執行が憲法に反

するようなことになっていないかなどをまず調

査すべきであり、それをしないうちに地方公聴

会を開くのは拙速である。

細　野　豪　志君細　野　豪　志君細　野　豪　志君細　野　豪　志君（民主）（民主）（民主）（民主）

・これまでの憲法調査会は、議論が成立しにくい

状況にあったため、今後は少なくとも「理念」、

｢人権」、「統治機構」、「平和主義」などのテーマ

に分けて、それぞれのテーマごとに、国民に分

かりやすい議論をすべきである。

・また、国民の関心に沿った議論をするとともに、

集団的自衛権や首相公選制など、政府が次々と

打ち出す政策について、カウンターパートとな

るような議論をすべきである。

・裁判所の司法消極主義の下では、相対的に内閣

法制局の役割が大きくなっている。これは裏を

返せば、国会の怠慢の表れでもあり、9 条など
の憲法規定の解釈についても、国会が積極的に

行っていくべきである。

意意意意  見見見見  窓窓窓窓  口　口　口　口　「憲「憲「憲「憲  法法法法  のののの  ひひひひ  ろろろろ  ば｣ば｣ば｣ば｣

　昨年 2 月より、憲法について広く国民の声を聴く
ため、意見窓口｢憲法のひろば｣を設けております。

これまでに寄せられた意見の総数及びその内訳これまでに寄せられた意見の総数及びその内訳これまでに寄せられた意見の総数及びその内訳これまでに寄せられた意見の総数及びその内訳

・受  付  意  見  総  数：１２００件（6/14 現在）
・媒  体  別  内  訳

葉　書 ７６５ 封　書 ２０６

ＦＡＸ １１６ E-mail １１３

・分  野  別  内  訳
前 文 28 天 皇 57
戦 争 放 棄 806 権利・義務 44
国 会 24 内 閣 23
司 法 6 財 政 9
地 方 自 治 8 改 正 規 定 6
最 高 法 規 6 そ の 他 760

　複数の分野にわたる意見もございますので、分

野別内訳の総数は、受付総数とは一致しません。

【意見窓口【意見窓口【意見窓口【意見窓口『憲法のひろば』の宛先】『憲法のひろば』の宛先】『憲法のひろば』の宛先】『憲法のひろば』の宛先】

FAX 03－3581－5875
E-mail kenpou@shugiin.go.jp
郵　便　〒100-8960　　千代田区永田町 1－7－1
　　　　　衆議院憲法調査会「憲法のひろば」係

　いずれのご意見も、住所、氏名、年齢、職業、

電話番号を明記して下さい。


